
３．令和５年度の取組

バス機能強化検討部会について

１．概要

＜目 的＞

２．今年度の検討状況（協議内容）

資料１

＜バス機能強化策の検討＞

持続可能な公共交通を目指し、地域全体で公共交通を支えていく環境を構築するため、基幹公共交通軸の強化 及び住民等への 利用促進に向けた取組 を行い、悪循環
から好循環への転換を図る。

ベストミックスの構築に向け、基幹公共交通、特にバスの機能強化策（定時性・速達性・輸送力の向上など）について検討を実施

バス専用レーンの導入拡大を検討

＜優先的に検討する方面の選定＞

＜定量評価手法の検討＞

基幹公共交通軸全方面の交通状況について、公共交通及び道路交通の観点から各種データに基づき検討した結果、「益城・空港方面」及び「長嶺方面」の２方面を優先的
に検討する方面として選定

▲基幹公共交通軸及び１１放射道路 ▲交通状況の整理（公共交通・道路交通） ▲優先検討方面の選定

バス専用レーンの導入効果については、定時性や速達性、公共交通への転換
者数の推計、道路交通に与える影響等についてニーズ調査や、シミュレー
ション解析等により定量評価を実施。

公共交通の利用促進を図るには、交差点改良やP＆Ｒ・Ｃ＆Ｒ、シェアサイ
クル、その他行動変容を促すソフト対策など、様々な施策を総合的に取り組
んでいくことが必要。

各軸の特性に応じて、バス専用レーンと合わせて実施する施策を整理し、公
共交通利用者の増加人数や公共交通への転換による自動車交通の削減など対
策方面において最終的に目指す姿、実現に必要な対策を具体化

令和５年度は、導入可能な区間や行動変容策、その効果を整理するとともに、関係機関
との協議を通じて目指すべき姿や具体の実施施策について整理する予定。

◇バス専用レーン導入区間の検討
◇行動変容を促す施策の検討
◇効果検証（定量評価）

目指すべき姿 目標値の設定

実施施策の具体化（施策パッケージ作成）

◇関係機関との協議
（交通管理者、交通事業者等）

調整

精査


